
環 境 報 告 書 

２０１２ 

 

 

 

 

 

 

 

九州大学病院別府病院 



2 

 

１．目    次 

 

１． 目次           ・・・・・・・・ ２ 

２． トップメッセージ     ・・・・・・・・ ３ 

３． 別府病院概要       ・・・・・・・・ ４・５ 

４． 環境安全教育       ・・・・・・・・ ６ 

５． 市民公開講座       ・・・・・・・・ ７ 

６． 環境月間         ・・・・・・・・ ８ 

７． 環境活動         ・・・・・・・・ ９ 

８． エネルギー        ・・・・・・・ １０・１１・１２・１３ 

９． 環境安全         ・・・・・・・ １４ 

 

 

 

 

 

 



3 

 

２．トップメッセージ 

 

九州大学病院別府病院は昭和６年に九州大学温泉治療学研究所の診療部門として発 

足し以来８０年を経過しました。平成２３年度より九州大学病院別府病院と名称を変更

し新たに出発しています。当院は優れた環境と伝統を踏まえ、がん、免疫疾患、生活習

慣病、脊椎疾患などの疾患を対象として患者さんに優しく侵襲の少ない先進的医療を提

供しています。 

現在、診療科は従来の内科（リウマチ膠原病、循環器、内分泌・糖尿病、血液、骨粗

鬆症、老年病）、外科（消化器がん、乳がんなど）、放射線科（画像診断、放射線治療）、

整形外科（脊椎外科）であります。また、本年１月より麻酔科を標榜科として加えまし

た。また、機能障害を有する患者さんには温泉療養を含めたリハビリテーション治療も

積極的に行っています。 

当院は九州大学病院の理念である「患者さんに満足され、医療人も満足する医療を提

供する」の基本に立ち、患者さんとの信頼に基づいた安心できる専門的医療と患者さん

の健康の増進のために質の高い医療を提供しています。 

さて、地球的規模で深刻な問題となっております地球温暖化解決のため、温室効果ガ

ス削減を目指しています。今や全世界での環境保全は、人類全体で取り組む喫緊の課題

であり、本院も率先して取り組む使命をおびていると考えています。 

 そのため、省エネルギーの推進、省資源化の推進、医療廃棄物及び一般廃棄物の適

正管理及びゴミの分別・減量化等々に努めるとともに、全職員挙げて環境に対する問題

意識を持ち、研究・診療等の諸活動の中でも環境問題に配慮した活動を心がけ、地域、

ひいては地球に貢献してまいります。 

 

 

 

 

九州大学病院別府病院長 

牧 野 直 樹 
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３． 九州大学病院別府病院概要 

名 称   九州大学病院別府病院 

 

理 念   患者さんに満足され、医療人も満足する医療の提供ができる病院を目指し 

      ます。 

 

基本方針  ◇地域医療との連携及び地域医療への貢献の推進 

      ◇プライマリ・ケア診療の充実 

      ◇全人的医療が可能な医療人の養成 

      ◇専門医療の高度化を目指した医学研究の推進 

◇国際化の推進 

◇生活の質が向上できる医療の提供 

 

所在地   〒８７４－０８３８ 大分県別府市大字鶴見字鶴見原４５４６ 

      TEL ０９７７－２７－１６００（代表） 

      FAX ０９７７－２７－１６０５ 

      URL http://www.beppu.hosp.kyushu-u.ac.jp/  

 

病床数   一般 １０４床  療養 ３６床 

 

沿 革 

設   立 １９３１年（昭和６年） １０月 温泉治療学研究所附属病院 

改組・統合 １９８２年（昭和 57年） ４月 生体防御医学研究所附属病院    

統   合 ２００３年（平成１５年）１０月 九州大学病院別府先進医療センター 

統   合 ２０１１年（平成２３年） ４月 九州大学病院別府病院 

 

構成員 （平成２４年４月現在） 

    教  員      １８人 

    医員・研修医     ９人 

    医療技術関係職員  ２０人 

    薬剤関係職員     ５人 

    看護関係職員    ６２人 

    事務関係職員    ２８人 

    その他職員      ９人 

    合  計     １５１人 
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別府病院の組織図 
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４．環境安全教育 

 

平成２４年４月に、九州大学病院からのテレビ中継を使い、転任者及び新規採用者

に「新採用者合同研修」等に基づき、医師・看護師・職員が講師となり次のような安

全教育を実施しました。 

 

【講義内容】 

１． 病院概要 

２． 医療情報セキュリテーポリシーについて 

３． 就業規則について 

４． 医療安全管理について 

５． 院内感染について 

６． 防災について 

７． 薬剤とオーダーの運用について 

８． 栄養管理について 
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５．市民公開講座 

 

本講座は、平成２４年３月２４日（土曜日）に行いました、運営方法や講演内容等も

試行錯誤を重ねながら受講者を増やしています。 

これからも見直しを図りながら継続して開催し、より多くの別府市民に本講座を受講

していただくことにより、市民の皆様の病気や健康に対する意識の向上に微力ながらも

貢献できるよう運営していく所存です。 

 

 

市民公開講座の公演中 
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６． 環 境 月 間 

 

 

 別府病院ではエネルギー使用量の削減の一環として電気量の削減を目的に、夏期の期 

間において病院内等の節電パトロールを行っています。 

 

 

期  間： 平成２４年７月～９月 

場  所： 病院本館、理療棟、研究棟 

回  数： 月１回（抜き打ち） 

人  数： 事務職員で構成し、３班にて実施 

実施方法： 診療及び研究を除く部屋毎に「節電チェックシート」にて節電の取り組み 

      状況を確認する。 

 

 

節電チェックシート　（　　　）回目

　　  棟名称（　　　　　　）　（　　）階　　室名称（　　　　　　）

　　     調査日：Ｈ２４年（　　）月（　　）日（　　）時（　　）分から（　　）時（　　）分

チェック項目 YES NO

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

YESの合計

YESが12個以上 YESが８～11個 YESが4～7個 YESが3個以下

節電上手 まあまあ まだまだ もっと努力

九州大学病院別府病院

⑫丌要時は電源を切っている。

⑬待機電力カットを実施している。

⑭早期退勤日を促進している。（事務部のみ）

　　勤務

⑩待機電力カットを実施している。

　　冷蔵庫

⑪温度を季節によって適切に設定している。

　　その他機器

⑥帰宅時のシャットダウンを実施している。

⑦待機電力カットを実施している。

　　プリンタ

⑧省エネモードに設定している。

⑨帰宅時は電源を切っている。

　　照明器具

③昼休みの一斉消灯を実施している。（事務部のみ）

④必要な部分だけ点灯している。

　　パソコン

⑤省エネモードに設定している。

①室温を冷房は28℃を目安に設定している。

　　エアコン

②丌要時は電源を切っている。
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７． 環 境 活 動 

 

 

（１） 職員による清掃活動 

病院内では、環境美化を目的として勤務時間以降に丌定期ではありますが、職員（医

師・技師・看護師・事務職員）による清掃活動（草取り）など、外来診療棟前ロータリ

ーから正門周辺草取り、構内道路の落ち葉やゴミ拾いなど、環境美化のための活動を行

い、梅雨前には建物の屋上樋廻りに溜まっているゴミ等の清掃を行っています。 

 

 

 

     

構内清掃                 構内清掃 

 

 

      

       構内清掃               建物屋上清掃 
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８．エネルギー 

 

別府病院でも、エネルギー管理を行うために下記の表を作成してエネルギー 

の管理資料としています。 

 

 

 

 

 

2,500,000

2,600,000

2,700,000

2,800,000

2,900,000

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

2,750,640

2,857,020

2,642,724
2,694,360

2,761,608

2,662,860

電気使用量（Ｋｗｈ）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

Ｈ１８年度Ｈ１９年度Ｈ２０年度Ｈ２１年度Ｈ２２年度Ｈ２３年度

44,970 43,151
37,753 35,372

32,464 34,437

上水使用量（ｍ3）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

Ｈ１８年度Ｈ１９年度Ｈ２０年度Ｈ２１年度Ｈ２２年度Ｈ２３年度

77,735 76,197
71,012 68,666 64,481 66,510

下水使用量
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

6,431 7,775 6,869 6,735

88,256 88,719

ガス使用量（ｍ3）

0

100,000

200,000

300,000

Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

293,667 296,053 278,877 277,196

177,531 168,259

重油使用量（Ｌ）

0

20

40

60

80

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｃ
Ｏ

2
排

出
量

（
Ｃ

Ｏ
2
）

ＣＯ2排出量比較表（対前年度）
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今夏は、九州電力の電力需給状況がきわめて厳しい状況となる見通しであることから 

需給ひっ迫が想定される、７月２日（月）から９月７日（金）の平日（お盆期間 8/13

から 8/15を除く）９時から２０時において、一昨年の使用最大電力から▲10％程度

以上の節電要請が来ている中、計画停電は対象外となりましたが、計画停電の万が一に

備えた準備と節電への取り組みにつとめています。 

 また、九州電力とスポット負荷調整契約を結び調整依頼が有れば約１５kwの節電を 

行うよう体制を準備しています。 
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平成２２年度には、病院内主要な機械室の蒸気ヘッダーにバルブジャケットの取付を

行うことにより、省エネルギー及び CO2の削減を行っています。 

平成２４年度においても、引き継き効率の良いエネルギー使用を行い、前年度比１％ 

の CO2削減を目指していきます。 

 

 

 

バルブジャケット取付前            バルブジャケット取付後 

        
 

 

 

バルブジャケット取付前            バルブジャケット取付後 
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９．環 境 安 全 

 

別府病院では、医療廃棄物（感染性・非感性性）及び一般廃棄物（可燃・丌燃）を分 

別して集荷しています。医療用廃棄物については、その取り扱いについて注意する必要 

があります。医療で使用した針はさらに個別の専用容器にいれて廃棄しています。 

 

 

 

 

 

 

専用の分別容器にいれ

て廃棄を行っている。 

左から手指消毒剤容

器、非感染性廃棄物、

感染性廃棄物×２、可

燃 

医療用で使用した廃棄

する針を入れる専用容

器 

廃棄物置場においても

分別して集荷している 

左から感染性医療廃棄

物、非感染性医療廃棄物 

丌燃物、可燃物 


